
坑道試験における炭鉱爆薬による

メタン着火 源 の準 成 機 構 Ⅲ

高速度写共による研究 Ⅰ

書 河 腿 一半･番 月

まえがき

蝉に坑道洗執だけによる,首題 に関す る研究結氷

は,前租Ⅰ,Ⅱl)に記したが,その詫験では,大型

(検定訳験用)および中型の拭験坑道が位われ,就晩

方睦が可成り多岐に亙っている｡飴し典型的な炭鉱ダ

イナマイトによる坑気 (メタン9.Oよo.3% を含む空

気)の宕火については,次の一役的な併向が見出され

ている- 燦並生成物すなわち比蚊的多血の盤蝋を含

む燥直生成ガスは,その拡散過程で制 日に特有な

かたちで坑気のl部を取囲み,奉研究で官う"坑気ボ

ケッtJ'を形成するが,これに帝火が安定 に発生し

て,坑道ガス爆発となる｡ただしこの蔚火拭験だけで

紘.坑気ボケ･/トの具体的な着火過程が見出されず,

本科の高速度写】知まこの点を解決するために扱辞され

た｡

軌醇で扱った沖 は.助敢Ⅱ所載の中型純簸坑道に

おける水平吊し,垂直吊し,隅角旧砲,鉄板上据匿き

の4櫛,供棚 は2号 SS硝安ダイナマイト(旭化

成),薬径32mmのものである｡これ らの試験結果

はその他の扱臣資料と一緒に衷 lに記されているが,

投掛 こあたっては坑気野火が砕夷に起るように,いづ

れの耽晩のカ火の限界薬琉をも上視る薬庇 100gを性

用し,そのうえ水平吊L r萌2例｣では薬径と同径の

10g食塩包を薬包 120gの ]鵜に取付け,その反対渦

で発火している｡この発火はすべて,非包の1矧 こそ

の装薬部分だけ挿入した6号唱気能管により,発火の

向きは,垂直rT'しのみ坑底に.他の場合はみな坑軌 こ

向っている｡

使用カメラは Fastax16mm型,これを坑口の駒

方 12m の位配に据え,坑口に襲ったビニール腕を透

して坑道内の発光を較彫したが,これはすべて夜問の

暗やみを利用して行なわれた｡敦 1に示した粒形資料

のうち,フイルムの走過率を示す毎秒あたりの曲数が

鉄晩在に射 ヒしているのは,供給電光の揺動の敢為で

ある｡この蜘款の逆数が,相次ぐ2駒関の時間であ
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リ, l肋の露光はその 1/4,他の 3/4は藤池しない｡

散財ではフイルムは薬包発光机に走過開始するが,こ

の非房光時間に薬包が発火すると,薬包の燦轟発光お

よびこれに続く燥轟生成物の噴出時の発光の叔初の部

分まで.虎光時間に先立って起り,最初の駒に薬包の

爆責発光が捉えられない場合も足 る (据取き例)｡然

し各写111例では,この事情に注意して,解析考察を行

なっている｡

掲故の高速度写rfは,水平吊 し2例,垂在吊 し2

例,さらに隅角旧砲と据置きとが各 1例であるが,こ

れらは少くとも同一耽験を2回拭みたものの l部で.

各釈放は同一の結果を与えているため,その l方を示
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したものである｡この点からみて,どの銑晩における

過程,とくに坑気の着火のそれは,写井に関する限り

再現性をもつと骨えよう｡本報では写共に対して一通

りの記述的な解脱を与えたが,その背魚となる立入っ

た解析的考察札 これを次報に番ねた｡なお投彰時の

耗紙 曜ならびに,坑気ボケ･Jトの形成と潜火に関す

る見取り図を一持して図 1に示した｡

轟 1 坑道拭故の高速腔写其の資料

供洗薬 2号SS硝安ダイナマイト

(英径 32mm,比重 1.1)
坑 気 空気+(9.0%士0.3%)メタン
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写瓦Ⅰ 水平吊し その1

供試薬最 100g;結果 着火 (坑気が安定に着火し

て,坑道内の坑文全体の爆燃に成長したものを単に

"弟火"とし,一日発生した野火が途中で立消えた

場合には,これを断る)

助 l一一写其中央すなわち坑軸の周りに敦烈な光塊

が生じ,これを囲んで坑道断面一杯に淡い均一な発光

が見られるが,その成因は次の通り｡

先ず第 1の発光- これを発光塊と呼ぶ- は,燦

鼓した薬包から噴出する藤並生成物によるもので,そ

の大部分は高温による放射とみられ,ガス生成物中に

分散する多丑の塩,すなわちダイナマイト組成の30%

を占める塩の高温における強烈な放射がその主体とな

っている｡一方頒適反応が不完全酸化を含む結果生じ

た中間的な不完全酸化物が,噴出途中で再酸化する醇

の発蜂も共存すると見るべきであろう｡

第2の発光は,それが均一に拡がることおよび,徳

述の水平吊し例その2の所見から推して,上述の噴出

発光物の放射と考えられる｡

発光塊に寄与する他の発光-一癖轟した苑包か ら

は,燥鼓生成物の噴出に先立って,いわゆ る ini血1

shockwAVeが発生するが,Cook乏)によると,これ

は衝撃性がない一概のプラズマである｡また薬包紙 こ
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は約 5gのパラフィンが鞄付されているから,その分

解で生じた煤の光輝が生ずる｡然し以上2つのものは

次の見地から罪光塊えの寄与が砂いと考えられる｡

供糊 包と同様の薬包の大気中での健在を静止カメ

ラで粒形すると.高速度写英にみるような均一な発光

塊は現れず,これと同大の放射状の発光が見 られる

3㌔ この相速は,高速度カメラでは恕転鋲によって発

光を捉える結果.元来放射状の発光が甘く解放されて

均一にぼやけたためと考えられるが,静止カメラの場

合には,放射発光に兎なって,inithlshockwaveか

ら期待される均一な発光が殆ど謬められない｡また l

奇特硝安ダイナマイト(日本油脂;未紛,塩の代りに

海菰粉を成分とする)の放射発光は供飲薬に比べると

大分少ないが,両方に同じ薬包紙を使ったので,これ

から見て.パラフィンの煤の寄与は大きくないと考え

られる｡一方上述のように,発光では塩類のそれが主

役となるから, l号特硝安ダイナ11イトにおける発光

の挿少な点は,その盤生成の乏しい点を反映したもの

と雷えよう｡

注忠 以下の紀速では,燥在生成物をqiに椿拝ガス

と呼び.これには塩が分散しているとする｡煉轟

ガスは邦包の側面および役鵬両 (苑火の反蛸側)

からFR山し.刑帝は折々側面に炊いて役鵬両分向

に寄り,故新 王投機面に垂紅である｡これらの境

川ガスについては.何面ジェットおよび蝋石ジェ

ットの呼びガを用いる｡

612- 発光塊および坑気発光は消失し,代って坑

道側壁に沿う発光と,坑軸上の徴かな光立が見出され

るが,肌着は悌面ジェ･/トの側壁衝突による発光であ

り,役者は鵜面ジ三･/トがその前方に形成した衝撃波

が坑蕗壁で反射したのち,拡放してくるこのジェ･Jト

と衝突して発光させたものと見られる｡この発光に相

当する側桁ジェ･/トの発光は,このジェ･/トの側壁衝

突抑 こ起り,それはフイルムの非蕗光時間に当ってい

る｡このように衝撃波によるジェ･'ト発光の寿bfま極

めて姫かい｡

駒3- 上紀の韓面ジェ ･/トが坑詰壁に入射衝突し

た際の発光が,坑軸上に鮮かに現れている｡その周囲

に拡がる秤兜は.侭壁砺実を終えた肺 ジェ･/トが坑

兵に流れ込み,そこで互に会合し始めた際のものであ

る｡

駒4- 上紀仰而ジェットの会合には.坑備壁衝突

を終えてそこから流出した端面ジェットが合流し,写

三相こは.このようにして激化したジェット会合の苑光

が見られるが.坑軸左下の暗い克点は,薬包の管付部

分の燥卓抜班であって,これが上述の会合発光を背条

として現れたもののようである｡

Tot.24.Nhi1945

駒5- ジェpJト会合の油虫過租である｡このよう

にこの発光は助 3-5に亙り,約 Imsec持続してい

るが,これは机鞄の発光塊あるいはジェ･Jトの衝突発

光より大分長続きしている｡この点から,この発光が

高速拡散するジェ･/トのものではなく.坑虫から洗出

したジェットの相次ぐ会合発光の初皿ねであり,それ

によってジェットが乱拭化していることが分る｡

駒 4･-12- 坑気野火の発光である｡ジェ･Jト会合

の発光が消えるのをまって,先ず駒6の坑軸右下に着

火源の鈍い光斑が現れ,これは駒Tで鮮明かつ増大し

ている｡それ以後の駒になると,不規則な形状を辿っ

て成長し,駒9では坑口大の円形になり,その中心に

暗部が生ずる｡これは着火が坑気ポケット全域に拡大

したもので.呼称はボケ･/トの中軸を井く婚面ジェッ

トの痕跡である｡すなわち固 Iに見るように,薬包の

背後には,倒面,親面の丙ジェットに田まれた傘抗の

坑気ポケットが生じ,その背後に起ったジェアト会合

にこのボケ･/トの背面が抜放して懲火したと見ること

が出来る｡この場合接触は,ジェ･/トの会合阿始から

蔚火源の出現まで行なわれるから,その時間は約 1m

secとなる｡

写恭 Ⅱ 水平晶し その2

供就薬盈 120g,但し10食塩包む薬包後場に添付;

結果 着火

駒 1- 前例Ⅰの発光塊がそれよりも小さく現れ,

拡大の途中にあることが分る｡この状況を反映して,

周囲にはまだ発光塊の放射が現れていない｡
執 2- この駒の出現机に発光塊 も坑匁発光 も消

え,代って大きな円環発光とその中心の光斑が見られ

る｡これらは前例t,駒2で普及した,側壁,坑防壁

による反射衝撃波に仰而ジェット.鵬面ジェ･Jトがそ

れぞれ衝突して生じたもので,とくに円宛発光の外周

は側壁の 6ctTL手駒にあって,これが鋼壁衝突による

ものでないことを括っている｡なお本駒の発光を反射

衝舞妓との衝突によると見放したのは,先に引用した

大気中の薬包蝶番の写矧 こ,このような円舞発光が現

れていないことによる｡

執 3- 反射衝撃波と衝突した僻面ジェ･Jトおよび

境南ジ三･/トはその拡散速度を低下するが,さらに側

壁あるいは坑諮盤方向に虻恢して,そこで衝突発光を

生ずる｡写矧まこれを映山したものである｡

駒 4-7- 前例Ⅰ,駒 3･･5のそれと同 じく坑壁

衝突を終えて坑典に流出したジ1.ツトの会合による発

光であるが,前例Ⅰより耗ritが多い点を反映して多党

の燥番ガスが会合に参加しており,発火は一段 と強

い｡

約 8-12- ジェットの会合発光の減蓑をうけて,

(273,) 23



に共通なことが分る｡なお解脱には次の点を補足すべ

きであろう｡

坑壁衝突後のジェ ットの余分位慣- これが大分坑

奥によっているとみて,杭先ポケットの背面がこの会

合に按放するとしたが,それは次の考要目こ基いてい

る｡ジェットが坑壁に衝突した掛 こは,その涜速のエ

ェネルギーを温払 圧力に変え,短時間坑壁に停留し

て増加した圧力の 1鉢を流速に転じて壁外 に琵 出す

る｡ところがこの場合,先に坑壁に衝突した部分は･

後から入射してくる部分に研究面にゆずることになる

から,それは研突市外の壁掛 こ沿って成る距願を流れ

たのち壁外に出る｡この劾先に加えて側面ジェ ットで

は.既述のように薬包側iGiおよびこれに平行な坑道側

壁に鞘々倣めの拡散が行なわれるから,側壁衝突では

側壁に平行なその速度成分が温酪 圧力え変換されず

衝突後のジェ,トに決り,これがジェットを一層坑輿

ぇ駆立てる｡結局これらの効如 三･窓外に深く坑臭に

流出ジェ･,トを論い,その会合を招いたと昔えよう｡

図2はこれを図解したものであるが･これと軒型の現

象は,水道栓から奔流する水東が直下の平らな掛 こ敢

爽した際に見ることが出来る｡
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写五 m 水平吊し執政2

小者火線が現れ,これが大きく円形に拡大している｡

これは前例Ⅰと同様であるが,円形新火の中心称の暗

いところが一層鮮明に見られる｡

上述の解脱では,2つの例の写相方兄を補い/uhつて

lつの全退転をまとめているが,その結果それは両例

24 (980)
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図 2 薬包から拡散した熔耗ガスジェットが
坑芯側研究挽流山する状況- 何藍衝

突によってジェ ットの流速 Vの垂直

収分VNは氾乱 伐カに転化し,ジェ
ットは研究面から8g箆 に沿って移動

後,圧力を流姐にかえて拭山する｡そ

の臥 転化せずジェットに奴申した配

達成分 Vpはジェ ･/トを坑掛こ駐立て

る｡
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燥蕗ガス或いは坑気着火の発光を支えるもの- 舵

述のように,発光塊の発光支持物として燥轟ガスに分

散する多量の盤の発光を指摘したが,それは城中のア

ルカリ金属 Na.K がその賂色反応で見せる発光が燥

轟ガスでも生じていると考えたものである｡ガス自身

の矧 ま淡色あるいは無色であるから,これらのアルカ

リ金属の発光が共存して始めて強い発光を実現できる

と思われる｡この群倍は,空気に約9%のメタンを混

合した坑気の着火についても言 えよう｡高速度写顆

紘,この着火源の発生初期の光斑をも或る程度捉えて

いるが,これには耕火自身の淡い守紫色の発光だけで

なく,着火源に接触する鮭轟ガス中の塩類が帝火によ

って妖話されて発光していよう｡換富すれば.静止カ

メラの場合にも着火の感光は弱い故,それより露光が

乏しい高速度カメラ奇は7-t占ような盤発光の共存が

野火源の映出に必婆と思われる (図 3)｡

塊官命女も廷{沌虫Lti
-,ljL･/ト■鎗 租 .

L/ 為鶴 霊 露

悪 へ /＼褒r ､/､
由 鵬 よ 禦 由振

回 3 坑曳着火源の発光を硯明する図
- 懲火源によって賦活された

周閲の爆鼓ガス中に分散する也

が発光し,高速庇写flにおける

着火源の発光を和弘している｡

食盤包の消娼作用- 水平吊し例の解脱によると,

ジェ･Jトが会合で生じた発光乱読塊と坑気ポケットと

の接触面に着火が起っているから,薬包役端面に取付

けた食盤包は先ず端面ジェ･/トによって破られ,その

食塩は上記の燥轟ガス乱流塊に分散してその温度を低

め,その結果,これに接飴する坑L'Aの苛火を困難にす

る- これが食塩包の消焔作用と見られる｡(他 しこ

こではこの見方以上に,食塩の蝕賂作用などをr"】胤に

出来ない)｡本例その2では供拭非が限卯鵜放く我 1)

を超過しているので,この消焔作用は端的に現れてい

ない｡

写在 Ⅲ 垂直吊し その l

供試薬畳 100g;結果 着火

駒 1-一先ず前例の水平吊しのそれ とlplじ発光塊

が,それを何面からみたかたちで現れており,その左

右に拡がる蒋光は,側面ジェ･/トが形成した街韓波に

よる坑気の発光と見られる｡なお坑道側壁断面と坑口

に取付けたビニール膜を破るための鉄棒とが,以上の

発光に照明されて拾状に浮き出ている｡

Yol.24.No.5.1945

駒 2- 水平吊Lでみた,側面ジェ･Jトの円窮状発

光 (反射術紫波による)が,薬包を軸として円盤状を

島している｡同じ過税で生 じた軸面ジェットの発池

紘,円盤の下側に柱状に現れている｡

駒 3- 側面ジェットの側壁衝突の発光が,餌壁に

沿って散見している｡
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駒 4- 坑壁衝突を終えて.そこから統出したジェ

･/トの会合発光である｡この場合,個面ジ王･/トは坑

循盤,側壁,坑口のビニール脱に衝突してから,前例

で述べた乾山過程をたどって過半が坑底方向え,扶余

が坑道天井方向え向い.それぞれ典束的な会合を行な

う｡この駒には,この会合発光のうち先ず坑底側で生

じたものが現れている｡このように坑底何で度先約に

会合発光しているのは,坑庇に向う側面ジェットの丘

が多いことと,輯面ジェ･/トが会合に参加しているた

めと考えられる｡

駒 5- 坑底側のジ三･/ト会合が激化し,同時に坑

道天井伯のそれがPZ)始したところで,両者の発光は全

体として口唇状である｡

駒 4,7- ジェット会合の汝衰退軽であるが,そ

の発光は駒 4-7に亙り,先行の発光より持続的な点

は.水平吊しの場合と同様である｡

坑気ポケットの形成- 薬包から円盤状に拡がる何

軒ジェットは助2に見るように,坑道内の坑気を上下

2J削こ分割し,これら各層の坑気は側壁および坑結壁

から売出した側面ジェ ･/トによって,その周囲を包ま

れるから,結局上下2層の坑銘 ポケットが形成 され

る｡然し下2屑には側面ジ三･/トの過半と鏡面ジェッ

トが典まるため,坑気ポケットはむしろ下層より上層

で有利な潜火条件をもつであろう｡

駒 8,9- ジェット会合が減衰したあ と,T皮上

把の予想を'&付けるように,先ずポケット上層に坑先

の中火源が生れている (助 8)｡今迄 の経過から判断

して,この中火はジェット会合との接触面に生じたと

見ることが出来る｡駒9は着火が上層ポケット全体に

成虫する状況である｡

掛 0-T2- 上層ポケットを蔽いつくした着火が下

層ポケットに波及してゆくのが見られる｡このように

下層ポケットが独自の着火を行なわない点が注目され

る ｡

写耳 rV 垂正晶し その 2

供試薬叔 ZOOg;結果 着火の立消え

本例は前例JIIと同じ条件による武敦であるが,不測

の亦故で前火の立消えが起ったものである｡写苅所見

では,弟包煩轟から上層杭先ポケットの懲火までの過

払 ま前例Ⅲと変らか ･｡この点にも着火退転の再現性

がうかがわれるa

立消えの原因と考えられるのは,坑口方向に拡散し

た個所ジェット或いはそれによって形成された衝撃波

によるt='ニール膜の故紙である｡おそらくそのために

坑道内の坑銘と坑道外の大気とが交流して,坑気ポケ

ットを着火不能にしたのであろう｡

本刑の立消えた着火は,坑外鶴瓶では全然見出し得
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写真Ⅳ 垂政柄し妖駁2

ない｡このことから一般の,限界薬忠付近での新火を

次のように推追できる- 今造扱った吊し試験を例に

とると,供試英が限界薬虫近くまで糊ナと,ジェ･/ト

会合と杭先ポケットとの接触面には,所々伽発的な高

温が生じ,そこに帝火が起る｡然しジェット会合はま

だ充分勢力をもたず,その肺巣一旦発生した耕火は,

措いてジェ ･/ト会合の低ia部に接触して抑圧され 結

果的には 一̀不着火"となる｡従って ..限界薬虫"と言

うものは,上述のような偶発的な懸火の消長をともな

う退掛 こ対する統計的な目安と見ることが出来る｡

写克 V FR角IB砲

粍試薬琉 100g;結果 耕火

駒 1- 狭い隅角内で燦適した薬包から生じた発光

塊は,隅角庇に衝突することによりその政変を増して

いる｡一方発光塊が形成した衝撃波は刑角上方の節気

を油リ,これを発光させている｡

工兵火薬協会漣
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写在 V 陽角rH砲試験

駒 2- 発光塊から拡散 した側面ジッェトの発光

で,これには発生順に次のものが含まれ,ていると見ら

れる- (A)側而ジェットの主流は隅角主剤こ沿って2

叉に分岐するが,これが隅角壁に衝突発光しながら左

右上方に流出する,(ら)2又ジェットの前方に生じた

衝撃波が左右の坑道側壁で反射し,これが同ジェット

Vol.24.No.5.1145

の先韓を掠めて発光させる,(C)故いて左右からの反

射衝撃波が隅角上方で会合し,そこの坑気を発光させ

る,(D)2又ジェ ットの左右僻壁えの衝突による発光

などである (図 1)｡

駒 3- 駒2の発光がまだ持続しているが,それに

加えて,仰面ジェットが側壁衝突後坑道天井方向に向

い,そこで会合発光している｡

駒 4,ー 駒3の発光の継続｡

駒 4- 上記の発光,とくにジェ･Jト会合のそれが

減衰し始め,その巽中,すなわち隅角上方に塊状の坑

気着火が重なって見える｡これは前述の2又ジェット

に挟まれた坑気が坑気ポケットなり,ジェ･Jト会合に

接触着火したものと見られる｡この場合側面ジェット

が形成した衝撃波が側壁反射後ポケット上部で左右か

ら寄合って会合するので,これによるポケットの予熱

が著しく,接触着火の所要時間は住か 0･7皿はeCであ

る｡

駒 7,a- 周囲が暗くなるにつれ て,若火醇は,

鮮明になっている｡

酌 9以下- 潜火がポケット全体 を蔽ったのち,

坑道内坑気に波及してゆく状況である｡

写瓦 Ⅵ 振 世 き

供耗薬畳 100g;結果 着火

駒 1--据匠きでも肺角旧砲と同じく,併面ジェッ

トの主乾は薬包の左右丙僻に拡散する供向をもつが,

それは隅角旧砲の場合ほど若し くはない (前報Ⅱ参

照)｡

写共では本報のまえがきで言及した.フイルム走過

と薬包発火との連動上の微小な喰違いを反映して,秦

包の燥轟発光およびこれを取開む発光塊の大半は既に

消失し,左右に拡散した側面ジェットの主乾が坑道側

壁まで発光しつつ到達している｡この発光には拡散す

るジェットの下側と下敷き鉄板との衝突,さらにジェ

･Jト敵方に生じた衝撃波が側壁反射後,ジェ･/トの先

端を掠めて発光させたものが含まれるが,ジェットの

側壁衝突の発光も起っている｡

駒 2,3- 駒 1の発光の継続｡

駒 4- 上抱の発光が殆んど消えたあとに,右側壁

のジェット衝突面に着火が始まっている｡その発生過

掛 ま次のように考えられる- 側面ジェ･/トの拡散に

よって鉄板下に閉込められた坑気は,このジ‡ツトが

側壁の衝突面を加熱して上方に流出するにつれて,価

壁に沿って上昇し,流出ジェットと衝突両とに壊放し

て潜火する.ところでこの接触時間は約 0.7msecで

隅角旧砲のそれに等しいが,それは吊Lに比べて着火

過程が短縮されていることに依ろう｡

駒 5.-12- 左側盤のジェット衝突面には,上記の

(288) 27
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写真 Ⅵ 据置き就故

右側のそれと同じ着火源 が発生している (駒 5)｡然

しこれは以後の駒では全然成長していないが,その原

潤 払 遅く発生したため,その間に衝突面は冷却し,

ジ ェットの大部分が衝突後流出し去って,それらとの

:28

接触加熱が不充分になったことであろう｡

右側の着火源は以複線かに左方に向って鉄路脚こ拡

大したうえ,左側で停留している着火源を自分のうち

に捲込んでゆく｡このような成長過程払 ジェットが

坑道上方に流出するのと交替して流入する坑気を喰い

ながら着火を拡大してゆく結果とみられる｡従って,

既成の坑気ポケットが着火する前述の吊しの着火とは

少しく趣が異る｡

牲窓 上述の据置きの訳牧配産は,前報Ⅱの坑iE試

験のそれを,そのまま用いたものであるが･坑道

妖艶では,この配置が他の拭験例 (吊し,隅角旧

砲)のそれに呼応してないことが判明 してい る

(前述Ⅱ参憩)｡すなわち薬包の下発き鉄板を坑軸

付近まで上げて訳験した場合に始めて,吊し等に

呼応する着火過程が得られるものと思われる｡ジ

ェットの坑壁荷爽面における着火は,そのような

非呼応的な銑鉄定置を反映したものであるが･こ

の掛合にも次報で考療するように,着火機構の本

質は吊し,隅角旧砲のそれと穀型的なものと見倣

され,その意味では着火は全部の試験例で共通し

た特徴を失っていないようである○

結 び

本報の高速度写真による坑道試欧の研究姓,典型的

な炭鉱ダイナマイトによる坑気着火に関して次の点を

明らかにした- (1)薬包から拡散する燥轟ガスのジ

ェットによる坑気ポケットの形成が,前報で予想され

た通りのものであること,(2)この形成に続いて坑壁

に衝突したジェット姓収束的に会合して高温乱流塊と

なり,これが坑気ポケットに接触 して野火源を生ず

る｡なおこの全通鎧を通じて見られるジェ･/トの行動

および坑気の予熱と着火に関して払 次報において立

入った解析的奇癖を試み,本報の結果の裏付けを行な

う予定である｡

終りに,本報ならびに次報をまとめに当って,工兼

技術院長 (元資源技術試験所長)馬場有政氏と資源技

術試験所長鈴木俊夫氏とから多大の御配慮を掛 ､たこ

とを銘記し,膚く御礼申上げる｡
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Tlleignitionoffired8mpbycoAlmimee叩losiyeShots

IIISttldyofhigt1SpeedmotionpicttLre80ftheignition

-ThepicttLreBwithShortlegends

byG.Yoshikawa,0.Kazuki,U.Koga

Thehighspeedmotionpi血 resweretakenofindividualshotsofatypical

coalminedymamitewitha16mm.FastaLXCameraatCa3,000framespersecondwith

anexposuretimeofabout80miCroseconds.TheexplosiveusedwasNo12SSShoan

くAm monium nitrate)dynamitehaving30% salts. Theshotsinvolvedarefollowing

fourkinds;suspended(horizontalandvertical),angledmortar,andonan ironplate,

ineachshot100gramscylindrical chargewrappedbypara侃ne･coatedpaperbeing

used.

Inthepreviouspapersitwasassumedbasedontheignitiontestsusingtheshots

asabovethattheignitiontakesplaceinthe丘redamppocke(, thatis,the丘redamp

entrappedbetweentheflOwsofdetonationproductsejectedfromthedetonatedcharge,

andthatthemodeofformatioJIOfthepocketischaracteristicofthekindofsl10t.

Thehigh speedmotionpicturespresentedseemnotonlytocon丘m theabove

assumption,buttomakeitcleBLrthattheignitionisinducedinthecontactsurfaceof

thepocketwithhigh temperaturelumpsoEthedetonationproductswhichresultfrom

theintersectionoftheaboveflowsissuingfrom thegallerywallstheyhaveattacked.

(Thedetailedanalysisoftheprocessesinthetestisintendedtobegiveninthe

followingpaper.)

流勤進改装匿の陶発

宇部興在ではこれ迄造粒がむづかしいとされてい

た石灰,化成肥料,カーボンブラックなどの微砂を

造粒する沈肋延粒装位の朋発に成功し近 く本格的に

同装位の創作に兼山す恥 こなった｡この装置は従来

むずかしいとされていた微粉の造粒が可能であり,

造粒される微粉が円何形の中で底部から吹きあげる

空気と抽入される水とによっておピタながら造粒さ

れていく様になっている｡造粒される大きさも 0.5

-3ミリの火きさでこれ迄の恐粒橡でむずかしいと

されていた有税質の迎粒も可港だという｡

(口刊工業 40.ll.10)
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オース トラリア日本の

買付に関心

オース トラリアのマクマホン労倣相によれば同国

の鉄鉱石その他の鉱物棉鮒 ま今後10年間に年3億-

4億オース トラiIアポンドに達 し,鉄鉱石だけでも

1位年オース トラリアポンドになるものと見込まれ

ている｡同抑 ま現在立として日本がオース トラリア
から鉄鉱石を買う林に大きな関心を示 しているが,

何れ他の国も関心を向けてくる事は期待出来るとし

ている｡

(日刊工業 40.ll.12)
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